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1. 学習システムの説明 

Qumcumは、テキストと解答動画を利用し、受講者ひとりひとりのペースで自由に学習できる学習システムです。 

 

BASICコースのカリキュラムには、★、★★、★★★で表される３つのレベルがあります。 

 

各レベルには学習ごとの単元があり、単元ごとにテキストが用意されています。 

また、単元はさらに細かいタイトルに分割されていて、受講者はタイトルをひとつずつクリアーしステップアップ学

習を行います。 

 

単元をまとめるテキストの冒頭には基礎知識としての読み物があり、その後、タイトルごとの学習を繰り返します。

各タイトルでは、受講者は、まずテキスト通り真似をして作ってみる『作って動かしてみよう』を行います。 

その後用意されている2～3の問題を解き、講師の確認をもらうことでタイトルをステップアップしていきます。 

単元の最後には必ずマスター問題が用意されていますので、受講者は自然に理解を深めることができます。 

 

各タイトルの『作って動かしてみよう』や2～3の問題は、プログラミング画面上で模範解答となる動画で動作を確

認することができます。 
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2. 学習の進め方 

1. プログラミング学習の基本姿勢に基づいた進め方 

学習は、配布するテキストとプログラミング時に見ることのできる解答動画をみながら受講生のペースで進めていけ

るように構成しています。 

 

ファシリテータは受講生の学習モチベーションを上げるために、進捗をみながら励まし、個別の質問に答えながら進

める、個別的学習的な方法で進めることができます。 

プログラミングにおける学習は、座学・集合学習の方式より個別に進める方法がマスターへの早道であり、また、で

きなくても自分で学んでいく姿勢が学習の基本姿勢です。 

 

本学習システムは、★、★★、★★★とレベルアップをしていきます。 

その目的とファシリテータに必要なスキルなどは下記の通りです。 

 

学習内容など 

レベル 学習の目的 ファシリテータスキル 

★ 小さなプログラムを繰り返し作り、ロボットの

全ての機能を一通り動かすことで、ロボットの

機能とプログラミングの簡単なシーケンスを

理解する。 

一般の方であれば 1～2 日間ですべてのテキストを自

学自習で完了することができる内容です。 

プログラミングについての難しい文法やアルゴリズ

ムなどは極力省いていますので、ファシリテータの方

のプログラミングスキルは特に必要ありません。 

★★ ★でマスターしたロボットの各機能と、プログ

ラミングの文法を使い、制御の手法をマスター

します。 

1つのテーマを90分×2回程度で完了するボリ

ュームで構成しています。 

プログラミング文法で重要な、ループや判断などを組

み合わせる、より複雑なシーケンスを使います。変数

やリスト・乱数の組み合わせにより、より楽しい動き

をつくる技術などは、ファシリテータには多少のプロ

グラミングスキルを要します。 

★★★ 一つの動作テーマを分析しその動きを作り上

げる学習を行います。 

90分×2回～4回程度を何度か繰り返します。 

多くのテーマをご用意いたしますので、学習塾

様で必要数分ご利用ください。 

文書による動作の理解から動画による動作の分析・細

かいテクニックのマスターなど、★★の応用となりま

す。ファシリテータは★★のスキルに加え、学習者の

モチベーションを引き上げることも必要です。 

 

※初期の★レベルを開始される前に、ファシリテータの方はすべての内容を自学自習で進めていただくことをお勧め

いたします。 

※★★、★★★レベル前には弊社研修室でのファシリテータ講習を受講いただくことをお勧めします。 

※各レベルのタイトルやテキスト内容は予告なく変更することがあります。 
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2. 具体的な学習方法 

1. 知識部分を読んで理解してもらう 

各テキストの最初の部分には、簡単な知識読み物や、コマンドの説明、穴埋め部分やチェック部分などもあります。 

まずは受講生に本内容を読んでもらい穴埋めなどを行わせます。 
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2. プログラミングを開始する 

学習タイトルをクリックしプログラミングを開始します。 

テキスト内には受講生が一人で進めることができる様に図解入りで記述しています。 

是非、受講生の自主性に任せて進めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

テキストのタイトルとソフトの学習タイトルは一致 

学習できるタイトルだけがクリックできます 
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3. クムクム学習システムの流れにもとづいて 

クムクム学習システムは、[真似る]⇒[変える]⇒[問題を解く]という流れを基本としています。 

これは、本システムを開発した株式会社キヤミーと京都大学喜多一教授が研究をした「写経プログラミング学習」を

基本としています。 

理屈抜きにまずは動かし、それを少し変えることで納得し、問題を解きマスターをするという流れです。 

また、問題にはあえてわかりにくい言葉遣いや言い回しを使用しています。 

これらの言葉を受講生が必死に解釈しようとすることが大切です。 

また、問題はできるだけシンプルに解決するように、動画は簡単に作り上げていることで、受講生の創造性や応用力

を養います。 

 

ファシリテータは、解答を満点とせず、子供たちの創造と応用によってつくられた新しい解答を満点としてあげてく

ださい。 

プログラミング画面では 

[真似る]⇒[変える]⇒[問題を解く]の流れは本システムの中ではテキストとプログラミング画面で自然に進められ

ます。 

 

プログラミング画面の中ではあらかじめ下記のようなブロックが用意され、テキストに基づいてこのブロックの下に

プログラムを作っていきます。 

 

[作って動かしてみよう]では[真似る][変える]を行います。 

その後[問題*]ブロックの下に問題を解きます。 
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テキストとプログラミングの連携 

テキストは[作って動かしてみよう]から始まります。 

この部分を読みながら同じようにブロックを並べます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

真似る 
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作ったプログラムが正しいかどうか？ 

作ったプログラムをクリックすることでロボットはプログラミング通り動作しますが、それが正しいかどうかは、用

意されている解答動画と見比べて、自分で確認をさせます。 
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変える 

真似たものを少し変えることで学習者への納得感を強くします。 

また、次に問題を解く自信にもつながります。 

 

問題を解く 

問題にはあえてわかりにくい言葉遣いや言い回しを使用しています。 

これらの言葉を受講生が必死に解釈しようとすることが大切です。 

 

変える 
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ステップアップ 

全ての問題が作成され受講生の確認依頼をされたら、ファシリテータプログラムとロボットの動きを確認し、正しく

動けば次の学習を開始できるようにステップアップ処理をします。 

※プログラムとロボットの動きは動画解答を基本としますが、受講生が想像を膨らませ、それ以上の動きをつけた場

合も正解とします。（例えばLEDの点滅プログラムに声や音などをつけて拡張していたなど） 

※完成したプログラムは1つずつロボットを動かして、受講生と一緒に動作を見てあげてください。 

※受講生同士で見せ合うのもマスターにつながります。 
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次のタイトルが選択できるようになります 
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3. クムクム学習教材の狙い 

 

 

 

 



 - 13 -  

 

 

 

  

 

 



 - 14 -  

 

 

 

 

 



 - 15 -  

 

 

 



 - 16 -  

 

 

 

 



 - 17 -  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 18 -  

 

 

 

 

 

 

 


